
大和川において迅速かつ的確な水防活動に資するために、水防事務組合・大和川沿川自治体・大和川河川事務
所が合同で、川の水が溢れる等の危険が予想される箇所や、水防備蓄資材の状況を巡視しました。重要水防箇所
評定基準の見方、洪水時の注意点を踏まえて、現地の状況を確認しました。

～ 重要水防箇所の合同巡視を実施 ～

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

～ 大和川河川事務所 ～

○巡視の様子

大阪府
・12月13日(木) 柏原市、松原市、藤井寺市、八尾市、大和川右岸水防事務組合、大阪府、大阪管区気象台
・12月14日(金) 大阪市、堺市、大和川右岸水防事務組合、大阪管区気象台
奈良県
・12月18日(火) 王寺町、三郷町、広陵町、奈良県、奈良地方気象台、松原市
・12月19日(水) 安堵町、大和郡山市、奈良市、斑鳩町、奈良県、松原市
・12月20日(木) 河合町、三宅町、川西町、奈良県
大和川河川事務所を含め 22機関 延べ人数203名で実施しました。

柏原市片山地先 八尾市若林地先 大阪市東住吉区矢田地先

王寺町久度地先 三郷町立野南地先 広陵町大場地先

奈良県

大阪府

○巡視参加機関

○参加機関からの感想

○他市域を合同巡視することで、他市の水防情報や水防団による水防活動なども情報共有ができるので、今後の
水防活動に役立てていきたいと思います。

○H29年の台風21号における被害や大和川の歴史・堤防の弱点などを知ることができ、自市に存在する河川の
巡視だけでは知る事ができなかったことがあり大変参考になりました。

○重要水防箇所の基準に照らし合わせて、堤防高・断面などの状況を視察でき、危険性などを学べて良かった。
今後も大和川について見識を広め、自市の防災に活かしていきます。


